
りよアゴ政市村大 (8月下旬号〕

発行所

畏崎県大付市 250番地

大 村 市 役 所

印刷所つじ印刷所

定価一部五円

(才ァ256号)

も
う

ー一一...... 

息
の
努
力
を

一一一一一一一一

油

断

す

る

と

逆

も

ど

り

ハ

ハ

パ

出IItIlI川川HIUI IIIIfI 1111川 1111111山山'"川M11uaauMUt-E

2 

iメー トル法 i
=11111111111111111111111111111'川1l1t1ll"1I11111Htllt!lIIHIIIIIIIII.Ir.八

月
三
十
一

~ 

と十実 習 、~帆ん
と 五現 パ 部 { マー
に日のス落 5廿=
な初 運古民 ~ IIJ 

り乗び賀 が~Ea
町 入 に島 多 5J..-'¥.o 

内れな 町 年 ~(T)
あがり乗待 Sγ
げで、 入 望 i手有
てき八れの ~ r-
!顎る月が県

や情きそ認が土日
部躍なのの 敬 地
隊かか実道カ で
のな つ ;現 路 所 あ
見古たがが も り
学賀も思な あ 周
に島のう かり 囲
精町 でよつ なに
々にすうだ が 緒
ど空 。にたら 官
利潜入でめ公庁

~ J'( ~ 

;スi
iのi
i開;
i通 i

;感;
;詞~ I 

謝
と
寓
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
用
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
、

閑
人
会
古
賀
島
支
部
の
き
も

実
現
に
ご
援
助
と
協
力
く
だ

入
り
と
市
、
市
教
委
、
県
議
ざ
い
ま
し
た
関
係
者
に
市
政

き
ん
ら
関
係
諸
官
庁
の
と
援

だ
よ
り
の

一
隅
を
借
り
ま
し

助
に
よ
っ
て
、
実
現
を
見
る
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

に
い
た
っ
た
も
の
で
す
。

(
古
賀
島
町
総
代
田
部
男
)

昔
の
放
虎
原
の
一
角
、
平

大
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坂
口
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H
9
時
日
分
(
空
港
行
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(
古
町
経
由
)

空
港
発
H
日
時
四
分
(
坂
口
行
)

な
お
、
市
立
病
院
角
か
ら
滑
走

路
横
ま
で
(
原
U
停
留
所
か
ら
の

道
路
と
交
叉
点
訟
で
)
の
道
路

(
二
五
七

O
M
)
は
、
本
年
四
月

十
二
日
県
道
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

(商
工
水
産
課
)

日

は

固

定

資

産

税

才

三

期

分

の

納

期

限

で

す

。

忘
れ
な
い
よ
う
に
納
め
て
く
だ
さ
い。

メ

モ
〈
~、ハ"v、

水
稲

病
害
虫
防
除

マ
二
化
メ
イ
虫
H
二
佑
期
の
発

生
は
平
年
並
か
や
や
早
く
、
発

生
還
は
平
年
並
と
思
わ
れ
ま
す

し
た
が
っ
て
今
年
の
防
除
は
つ

ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

①
八
月
後
半
の
山
が
全
般
に
高

い
見
込
み
で
す
が
、
第
一
回

の
山
は
ウ
ン
カ
防
除
を
兼
ね

た
日

H
C
ゴ
一
%
粉
荊
等
で

防
除
を
行
な
い、

メ
イ
虫
防

除
の
主
体
は
後
半
の
山
を
基

準
と
し
て
行
な
う
乙
と
が
望

ま
し
い
。
す
な
わ
ち
第
一
回

散
布
を
八
月
二
十
五
l
二
十

六
日
ご
ろ
、
第
二
回
ぞ
九
月

一一

l
三
日
ご
ろ
、
ホ
リ
ド
ー

ル
粉
剤
、

p
n
粉
剤
等
で

防
除
す
る
。
な
お
、
確
実
な

亮
生
期
は
判
明
次
第
速
報
し

ま
す
。

マ
ワ
ン
カ
類
日
夏
ウ
ン
カ
、
秋

ウ
ン
カ
の
苑
生
に
注
意
レ
通

期
を
失
し
な
い
よ
う
努
め
る

と
と
。

マ
紋
枯
病
H
紋
枯
病
の
発
空
を

み
て
い
る
の
で
、
モ
ン
ぜ
ッ

時
こ
ろ
の
気
温
が
、
二
十
七
度

以
下
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
こ
ろ
で

山
間
地
帯
は
今
月
下
旬
、
平
坦

地
帯
は
九
月
上
旬
に
な
り
ま
す

植
付
け
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
事

項
に
注
意
レ
ま
し
ょ
う
.

①
種
い
も
消
滞
日
ソ
!
カ
病

疫
病
予
防
の
た
め
丸
い
も
の

ま
ま
水
銀
製
剤
の
七
百
l
八

宝

虫
防
除
の
徹
底
を

ト
粉
剤
あ
る
い
は
ア
ソ
ヂ
ン

粉
剤
等
を
散
布
し
ま
す
。
軽

い
場
合
は
七
日
!
十
日
ご
と

に
二
回
散
布
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

時
期
は
な
る
だ
け

早
い
万
が
よ
く
、
糟
は
ら
み

期
間
(
出
間
十
二
!
一ニ
目
前
)

に
終
る
よ
う
に
し
ま
す
。

〔
秋
馬
鈴
薯
〕

秋
馬
鈴
薯
の
植
付
適
期
は
十
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再
び
ぺ
ン
習
字
教
室

中
央
公
民
館
で
は
七
月
十
二

日
か
ら
八
月
十
二
日
ま
で
第
二

十
六
回
成
人
学
校
を
聞
き
、
ペ

ン
習
字
の
指
導
を
し
ま
し
た
が

再
び
ペ
ン
習
字
教
筆
者
開
く
乙

と
に
な
り
ま
し
た
.
と
れ
は
前

回
の
反
省
会
の
席
上
、
受
講
者

全
員
か
ら
も
う
一

度
開
い
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
も

の
で
、

初
心
者
の
彦
加
を
望
ん

で
い
ま
す。

A
期
日
・
場
所

八
月
二
十
九

目
か
ら
十
月
三
十

一
日
ま
で
‘

(
毎
週
月
、
木
問
、
午
後
六

時
l
八
時、

二
十
日
間
)
申

央
公
民
館

ム
講
師

野
中
俊
明
氏

A
対
象
は
一
般
市
民
で
、
五
十

名
程
度

ム
申
込
八
月
二
十
七
日
ま
で

中
央
公
民
間
へ

A
受
講
料
は
無
料
、
た
だ
し
教

材
費
百
円
入
要(

申
央
公
民
館
)

妊
婦
学
級
聞
く

大
村
保
健
所
で
は
第
二
回
目

の
妊
婦
学
級
ぞ
開
設
レ
ま
す
。

と
れ
は
妊
娠
中
の
衛
生
に
対

す
る
勉
強
を
し
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
母
親
に
な
る
た
め

の
摂
生
や
慣
備
知
識
、
実
際
の

正
し
い
取
扱
い
方
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
科
学
的
な
生
活
に
よ

り
、
次
代
を
に
な
う
樋
康
な
赤

ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
目
的
で
す
。
ま
た
未
熟
児
も

妊
娠
中
の
摂
生
や
知
識
に
よ
っ

て
防
ぐ
と
と
も
で
き
ま
す
。

多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い。

百
倍
概
に
二
十
i
一
ニ
十
分
浸

演
消
毒
し
、
際
平
し
し
ま
す

⑦
趨
い
も
切
断
リ
植
付
け
る

理
い
も
の
一
片
の
重
さ
は
二

十
六
J
三
十
グ
ラ
ム
(
七

1

八
匁
)
あ
れ
ば
よ
い
の
で
、

五
十
五
J
六
十
グ
ラ
ム
の
種

い
も
は
縦
に
二
分
し
た
万
が

よ
い
.
そ
の
と
き
は
頂
芽
の

真
中
か
ら
切
断
す
る
こ
と
で

ム
場
所

大
村
保
健
所

ム
対
象
者

初
妊
婦
に
限
る

ム
申
込
大
村
保
健
所
へ
九
月

五
日
ま
で

ム
講
師
保
随
所
、
医
師
、
保

健
婦
、
栄
埜
士
、
助
産
婦

A
講
議
内
容
①
妊
娠
の
生
理

①
妊
娠
中
の
衛
生
侍
妊
産
押

授
乳
鮒
の
栄
養
④
お
産
の
準

備
⑤
お
産
の
経
過
⑤
産
後
の

摂
生
⑦
赤
ち
ゃ
ん
の
衣
類
③

赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
①
赤
ち
ゃ

ん
の
お
ふ
ろ
⑪
座
談
会

(大
村
保
随
所
)

旧
軍
用
墓
地
の
供
養

畏
崎
県
刑
閏
慰
霊
奉
賛
会
で
は

う
ら
ほ
ん
を
控
え
て
、

一ニ
蛾
県
忠

回
目
塔
境
内
の
旧
軍
用
墓
地
(
納
骨

堂
)
の
供
養
を
八
月
十
三
日
午
前

九
時
か
ら
県
殉
国
慰
問
班
奉
賛
会
大

ず
。
大
き
い
い
も
や
切
断
す

る
場
合
は
閣
れ
易
い
の
で
注

意
レ
ま
す
。

⑦山附
芽
H
H
肢
体
二
号
、

タ
チ

バ
ナ
等
休
眠
期
の
悔
い
も
の

は
儲
芽
の
必
要
が
な
い
。

④
腔
備
、
株
間

H
普
通
腔
幡

六
0
セ
ン
チ
(
二
尺
)
株
閥
〔
み
か

ん
〕

二
十
四
セ
ン
チ
(
八
寸
)
十
台
風
の
く
る
時
期
で
す
、
防

ア
1
ル
当
り
六
千
七
百
五
十
風
林
の
な
い
園
で
は
人
工
垣
根

株

得

度

で

す

。

を

造

り

ま

し

ょ

う

。
海
岸
地
帯

⑤
肥
料
H
生
育
期
聞
が
競
い
で
潮
風
害
を
う
げ
、
そ
の
あ
と

の
で
一
月
肥
重
点
に
し
ま
す
。

雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
十
時
間
以

追
肥
は
チ
ッ
ソ
の
一
部
分
だ
内
に
噴
務
機
で
水
を
じ
ゅ
う
ぶ

け

で

す

。

ん

散

布

し

ま

す

。

璃

が

落

ち

た

め
摘
付
時
刻

U
曇
天
の
日
は
場
合
は
日
焼
を
防
ぐ
た
め
、

す

別
と
し
て
晴
天
の
日
は
早
朝
ぐ
石
灰
乳
者
塗
っ
て
お
き
ま
す

か
夕
方
行
な
っ
た
方
が
よ
く

病

害

虫
の
防
除
H
病
害
虫
の

(
十
時
か
月
五
時
ど
ろ
ま
で
発
空
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
レ

は
植
付
け
な
い
)
作
条
し
た
て
く
だ
さ
い
.

ち
理
い
も
を
並
べ
間
土
し
、
天
候
の
良
い
日
に
貯
蔵
庫
を

金
肥
ぞ
掘
し
さ
ら
に
堆
肥
を
消
毒
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

施
レ
て
覆
土
ず
る
の
が
よ
い
(
県
農
業
改
良
普
及
所
)

夏
休
み
の
最
後
に

こ

ん

な

こ

と

の

な

い
よ
う
に

宿
題
は
早
め
に

〔
そ
さ
い
〕

早
生
玉
ね
ぎ
は
下
旬
か
ら
九

月
上
旬

(三
l
四
H
ま
で
)

晩
夏
捕
甘
ら
ん
、
結
珠
臼
菜

ホ
l
レ
ン
早
、
抑
制
キ
ュ
ウ

リ
等
の
種
ま
き
時
期
で
す
。

初
年
版
県
民
手

帳
の

予
約
受
付

度
崎
県
統
計
協
会
で
は
例
年

県
民
手
悔
や
発
刊
し
て
い
ま
す

が
、
昭
和
一
二
十
六
年
版
の
申
し

込
み
を
受
け
つ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
レ
た
。
従
来
は
表
紙
を
ビ

ニ
ー
ル
、
皮
製

ιレ
て
い
ま
レ

た
が
、
新
年
版
は
。
ピ
ニ
シ
ー

ト
さ

υ込
み
式
。
(
名
刺
、
定

期
券
入
れ
兼
用
)
に
あ
ら
た
め

丈
夫
で
体
裁
も
よ
く
、
利
用

面
に
つ
い
て
も
大
へ
ん
便
利
で

す
.
内
容
は
、
臼
記
閥
、
名
簿

網
、
資
料
閥
、
生
活
便
覧
な
ど

の
順
序
と
な
っ
て
お
り
、
価
格

は
一
部
八
十
五
月
の
平
定
で
す

申
し
込
み
は
市
庶
務
課
で
受

け
つ
け
て
い
ま
す
。(

庶
務
課
)

メ
ー
ト
ル
法
一
と
の
と
と
は
当
市
の
場
合
で
も
一
な
労
力
を
は
ぷ
き
、
文
化
、
産
業

へ
の
切
り
替
え
一
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
乙
れ
は
一
発
展
の
基
般
を
作
る
乙
と
に
あ
る

は
、
昭
和
一
ニ
十
一
家
く
の
業
者
や
家
庭
で
ま
だ
一
の
で
、

と
れ
ば
国
家
的
な
で
六

四
年
一
月
、
全
一
非
メ
ー
ト
ル
系
の
計
量
器
を
持
つ

一
業
と
も
い
え
る
の
で
す
。

国
一
斉
に
行
な
一
て
い
て
、
や
や
も
す
る
と
こ
れ
を

一
そ
乙
で
結
局
は
み
な
さ
ま
の
盟

わ
れ
、
す
で
に
一
使
い
が
ち
で
あ
る
。

一
解
と
協
力
が
根
本
的
な
問
題
と
な
一と
れ
存
克
服
し
、
な
お
一
層
努
力

一あ
り
、
数
年
来
地
一
巧
民
お
よ
び
関

一
年
半
を
過
ぎ
一
⑨
買
う
方
が
非
メ
ー
ト
ル
系
で
一
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い

一を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
の

一係
者
か
ら
強
い
要
望
か
あ
っ
て
お

ま
し
た
。

一
注
・
文
ず
る
の
で
、
震
側
が
と
れ
一
ろ
困
難
な
面
も
あ
り
ま
し
ょ
宗

一

{

商
工
水
産
課
)

一り
、
こ
と
に
昨
年
五
月
大
村
空
港

そ
の
経
過
を
み
る
と
、
切
替
当
一
に
迎
合
す
る

。

一

6
3
0
1
1
s

・14
1'
da--2
一
の
開
設
達
一

般
か
ら
も
早
期
実

時
に
は
、
全
国
的
に
八
八
%
程
度
一
⑦
野
菜
、
鮮
魚
等
の
行
商
人
が
一

一
現
万
の
促
進
が
あ
り
、
市
で
は
県

の

実

撃

を

し

め

し

て

お

り

ま

し

一

メ

ー

ト

ル

法

に

対

す

る

知

識

に

と

一

日

日

か

ら

待

望

の

パ

ス

開

通

一に
数
叫
に
わ
た
る
折
衝
の
結
果
こ

た

が

、

昨

年

十

二

月

の

全

国

調

査

一

ほ

し

い

。

一

一ん
ど
開
通
の
運
び
と
な
っ
た
も
の

に
よ
る

と

一

八

四

%

に

低

下

し

、

一

室

長

因

が

あ

る

よ

う

で

す

一

大

村

駅

か

ら

空

港

ま

で

一で
す
。

〉

聞
と
く
に
肉
類
、
菓
子
、
家
具
類
を

一メ
ー
ト
ル
法
統
一
の
目
的
は
、
雑

一

一

こ

れ
に
よ
っ
て
通
勤
者
の
足
の

桁

一
除
く
外
は
尺
貫
法
に
逆
も
ど
り
し

一多
な
単
位
の
混
乱
か
ら
、
乙
れ
を

一
八
月
十
五
日
か
ら
古
賀
島
町
へ一

り
ま
し
た
。
と
れ
は
同
地
区
に
収
一悩
み
を
解
消
し
、
さ
ら
に
今
後
観

町
一
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
一
統
一
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
無
駄
一県
営
パ
ス
が
開
通
す
る
と
と
に
な
一
容
所
、
自
衛
隊
な
ど
の
諸
官
庁
付

間

一

同
日

司

川

川

一
川

'
;
;
ー

あ
り
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
は
衣
服
、
化
管
申
で
捕
え
、
お
も
に
シ
ラ
な
ら
八
十
J
百
仔
、
冬
な
ら
…

同

一
い

ぺ

町

一

〔
生
態
〕
成
下
着
類
に
つ
い
て
ワ
キ
の
下
、
ミ
の
糞
の
申
に
存
在
し
、
傷
口
百
五
ま
く
ら
い
ま
き
、
花

開

一
…

…

同

一

虫
は

一
カ
月
樫
内
モ
モ
な
ど
を
好
み
、

ア
タ
マ
か
ら
再
び
新
し
い
人
の
体
思
し
い
衣
類
と
な
る
べ
く
取

り

札

。
一
一
…
一
一
口

一
度
の
寿
命
を
も
ヲ
ラ
ミ
は
髭

ω中
に
す
ん
で
吸

侵
入
し
て
、
葉
、
頭
痛
、
発
え
ま
す
。
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
は
コ
川

一
山

一

刊

一
ち
、
雌
は
卵
を
血
産
卵
し
、

ケ
ジ
ラ
ミ
は
陰
毛
疹
を
と
も
な
っ
病
気
を
ひ
き
起
ロ

モ
ジ
ラ
ミ
よ
り
ず
っ
と
議

川

何

一

一

に

け

い

一

日

了

二

十

な

ど

を

好

み

ま

す

。

し

ま

す

。

コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
は
と
に
ぎ
、
女
児
の
頭
震
対
し
一

日
附
:
コ
二
十
日
間
以
上
に
も
わ
た
っ

L

L

a

l

:

i

て
も
、

一
人
当
り

P
D
T

一

日

川
口
て
産
卵
持
続
け
ま
9
0
卵

は

下

一

J
I
-
-
1
1
1
1
，

粉

剤

一
J
一一
仔
程
度
(
ほ
ん
山

間

一一

一
…

書

官

な
ど
に
、
と
く
に
多
シ

ラ

ミ

の

生

態

と

駆

除

法

の

り

白

く
な
る
く
ら
い
)
で
ふ

平

m
r
く
、
布
の
繊
維
な
ど
に
付
い
て

ー
:

-

j

!

?

ゅ

う

ぶ

ん

で

す

、

卵

を

殺

す

力

…

ド

竺
山
産
ま
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
卵
の

E
i
j
i

は
な
い
の
で
十
日
経
っ
た
と
き
山

川

江
川
期
凶
は
約
十
円
た
ら
ず
で
、
幼

〔
病
気
〕

5
3
2ミ
の
ほ
か
再
索
、

襲

熱

な
ど
ま
た
散
布
す
る
と
、
前
回
の
と
川

開

ご

山
虫
は
三
川
脱
皮
し
て
成
自
に
な
は
人
休
か
月
吸
血
レ
、
不
愉
快
ぞ
媒
介
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
き
の
卵
は
み
な
ふ
化
し
て
幼
虫
一

H
同

一
…
り
ま
す
が
、
幼
虫
は
ζ
の
期
間
な
か
ゆ
さ
を
も
た
ら
す
だ

け

で

す

・

に

な

っ
て
い
ま
す
の
で
他
か
ら
川

作

一
一
十
五
日
ぐ
ら
い
で
す
。
と
れ
ら
な
く
、
発
疹
チ
フ
ス
の
病
原
体
〔
駆
除
方
法
〕
コ
ロ
モ
ジ
親
が
う
つ
ら
な
い
限
り
根
絶
で
一

一
川
シ
ラ
ミ
に
は
コ
ロ

モ

ジ

ラ

ミ

、

そ

媒

介

し

ま

す

。

ラ

ミ

に

は

υ
P
T
粉
剤
を
成
き
ま
す
。

、汁

一
…
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
、
ケ
ヲ
ラ
ミ
が
と
の
病
原
体
は
シ
ラ
ミ
の
消
人
一

人
の
着
衣
に
対
し
て
、
夏

(

保

険

衛

生

課

)

一

三
L
=
-
=

A
開
設
期
閣
九
月
六
日
か
ら
村
市
支
部
畏
代
理
渋
江
助
役
、
大

毎
週
火
曜
日
午
後
一
時
か
ら
村
市
週
族
会
長
ら
関
係
者
が
列
席

ゴ
一
時
ま
で
(
六
週
間
の
予
定
)
し
て
、
仏
式
に
よ
り
厳
粛
に
執
り

行
な
い
ま
し
た
.

な
お
、
大
村
市
遺
族
会
背
年
部

は
、
八
月
十
一
日
忠
即
日
塔
境
内
の

掃
除
に
絡
臼
汗
を
な
が
し
ま
し
た



一る
。

一が
認
め
ら
れ
た
。
烹
た
使
用
料
の

一る
が、

償
噌
期
限
努
経
過
し
た
も
一
視
認
し、

処
理
さ
れ
た
も
の
と
思

一

調
定
決
議
善
、
証
明
願

(手
数
一徴
収
は
前
納
制
と
な
っ
て
い
る
が
一
の
の
僻
促
は
文
書
に
よ
る
僻
促
を
一料
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
少
な
く

一料
は
証
紙
に
た
り
徴
収〕

等
η
処
一ほ
と
ん

ど
後
納
と
な
っ
て
お
り
一行
な
い
、
か
っ
、
そ
の
経
過
お
徴一

ど
ゐ
契
約
、
そ
の
他
重
要
事
務
の

一期
日で
二
般
吃
書
と
し
て
、帯
理
さ
一耕
地
而
積
、
使
明
区
分
の
変
動
の

一枚
台
帳
に
も
記
入
し
滴
確
可
債
権
一処
理
に
当
っ

て
は
、
権
利
義
務
の

一れ
た
も
乃
前
田
町受
け
ら
れ
た
が、

一た
め
事
前
徴
収
が
閑
難
な
点
も
認
一
の
確
保
憎
置
や
講
ぜ
ら
れ
た
い
.
一帰
属
す
べ
き
主
体
の
確
認
噂
相
当

十後
d
の
照
奪
L
不
便
で
あ
り
、
か
一め
ら
れ、

と
の
点
使
用
料
条
例
に
一
な
お
、
貸
付
命
請
書

(借
用
証
一
の
注
担

(?っ
ち
崎一時
雇
十
八
名
を
含
む
)で

一
つ
ま
た
予
算
執
行
に
関
係
あ
活
文
一
つ
い
て
も
再
検
討
が
望
ま
れ
る。

一番
)
は
一
般
文
書
ど
し
畜
産
改
良
一ハリ

昭

農
街
、
耕
地
お
よ
び
体
邸
の
三
係
書
ほ
会
計
年
度
に
よ
り
整
盟
す
る一

な
お
、
滞
納
使
用
料
の
督
促
の
一
資
金
関
係
綴
に
、
綴
じ
込
ん
で
あ
一

水

に
分
か
れ
農
業
、
重
伸
一業
お
よ
び

必
要
が
あ
る
。
な
お
、
証
明
手
数
一状
況
は
、
納

翌
昂

曹
を
納
入
義一

る
が、

十九貸
付
金
は
空
間
償
還
の
一

(

同
業
に
関
す
る
業
沼
山
を
分
掌
し
て
料
で
条
例
の
噛
用
を
誤
っ
た
と
認
十務
者
に
対
し、

再
発
行
す
る
と
と
一
も
の
?
あ
り
、
か
っ
、
貸
付
金
の
一

万

い
る
が、

農
業
技
術
勾
改
善
憎
導

め
ら
れ
る
も
の
が
二
件
見
受
け
ら
一
も
に
、
督
促
の
意
志
を
ほ
え
、
乙
一
弁
済
完
了
後
吐
当
鞍
債
務
者
に
返
一

i

耕
地
乃
災
害
頃
日、
土
地
改
良
、か
一れ
た
。

一れ
ぞ
再
三
行
な
っ
て
い
る
が
も
ち
一
還
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
の
で
謂一

・
H

ん
が
い
俳
水
胞
設
お
よ
び
農
唱
の
一

す
ヨ
わ
ち
、
証
明
区
分
ば
「
営
一ろ
ん
法
定
の
手
続
き
で
な
く
、
納
一番
の
み
を
別
冊
蹴
と
し
で
保
管
すJ
一
白
川

新
設
改
良
、
そ
の
他
農
業
主

'E
守
宅
職
業
に
関
す
る
ら

η
」
に
該
当
一

入
促
進
の
た
め
の
事
実
行
為
に
過
一る
と
と
が
望
ま
し
い
。

一J
本

一

一

一め
随

わ
い
わ
ゆ
る
伎
術
部
門
に
属
す
る
一す
る
も
の
を
い
ず
門
も
諸
証
明
と

一斉
ず
、
か
っ
、
そ
の
記
録
も
な
く
一

"

一

一

一

一
一

.

6

一一

同
工

業
務
が
大
半
を
占
め
、
と
れ
ら
の
一し
て
、
取
扱
い
処
理
さ
れ
て
お
り
一係
員
の
説
明
に
よ
っ
て
了
解
せ
ら
二

4
契

約

事

告

二

-

一

一

二

3
一一

害
復

業
務
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の

↑細
心
の
内
意
が
望
求
れ
る
。

一れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
一
一

に

つ

い

て

一
一

事
務
、
技
術
の
密
妥
な
る
連
係
は
一

ト
ラ
ク
タ
ー
使
明
料
η
徴
慌
に

一脅
促
は
、
そ
の
要
件
を
記
載
し
た
一

?

4

一

も
と
よ
り
事
務
純
織
の
商
よ
り
も

-
つ
い
て
ほ、

調
定
の
基
礎
と
な
る
一百
周
の
督
促
伏
を
発
し
て
行
な
う
一

市
有
休
(
立
木
)
売
買
契
約
に
一
指

さ
ら
に
検
討
の
要
が
認
め
ら
れ
た
一べ
き
も
の
に
申
品
番
お
k
び
作
業
一と
と
も
に
溜
切
な
納
入
督
励
の
措
一
つ
い
て
契
約
の
相
手
方
の
認
識
に
一
叩

-
明
一門司桔
が
あ
る
が
、
申
込
書
は
相
当
一
置
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
。

一乏
レ
い
と
思
わ
れ
る
事
務
処
理
が
一

ι

一

2
予

算

経

理

事

ご

期
間
経
過
境
作
成
さ
れ
た
も
の
で
一

一
e

I
lle
--

0

・::

一見
受
け
ら
れ
た
。

一
一防

務

に

つ

い

て

二

あ
り、

場
所、

予
定
日
、
申一
A
X
月
一
一

3

畜

産

改

良

一

一

す
な
わ
ち
梨
約
書
一聞
の
相
手
方
一
附

一目
安
υ
記
入
な
き
も
奈
川
多
く、

一一

(
乳
牛
、

豚

導

二

は
個
人
で
あ
る
に
か
か
わ

2
9、
一

当
該
係
に
お
い
て
、
処
理
す
る

一か
つ
作
業
日
誌
ハ
リ
泊
誠
勾
容
も
不
一

一

入

)

資

金

の

貸

~

一調
印
は
会
社
代
表
者
印
を
も
っ
て
一

会
計
帳
票
の
礎
理
そ
の
他
の
事
務

-確
実
で
澗
定
の
基
時
書
類
と
し
て

一
一

付

事

務

に

つ

い

一
一

行
わ
れ
た
も
の
が
相
当
数
あ
る
が

一

中
支
出
決
議
書
、
収
支
命
令
簿
等
一は、

不
完
全
な
樫
理
伏
況
で
あ
る

一
一

て

一
一

と
れ
ら
は
会
計
書
類
等
か
ら
判
断

一

の
簿
冊
は
共
通
の
も
の
で
あ
る
が
一
の
で、
申
込
書
ピ
実
施
喝
明
、使
用一

:

i
l
l
i
t

-

-

v

o

r

一す
れ
ば
、
む
し
月
契
約
は
会
社
等

一
3

そ
の
他
の
予
算
執
行
事
務
は
課
と

一区
分
、
司
時
、
作
業
員
乃
確
認
印
一

貸
付
金
台
帳
お
よ
び
貸
付
金
償
一
の
法
人
各
相
手
方
と
す
る
の
が
正

一
状

し
て
の
一
元
性
に
乏
レ
く
、
事
務

一欄
等
を
設
げ、

料
金
算
定
等
に
つ
一還
、
徴
収
整
理
台
帳
を
備
え
つ
け
一当
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
法
人
と
当一

還

管
理
の
強
佑
を
は
か
る
必
要
が
あ

一
い
て
は
さ
ら
に
週
切
な
処
理
の
要
一そ
の
整
理
は
お
お
む
ね
良
好
で
あ
一該
法
人
の
代
表
者
個
人
と
を
混
同

一
賞

az-
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一4
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一，aι

・

一し
、
ま
た
は
よ
る
べ
き
基
準
に
照
一ぎ
る
の
で
あ
る
。

一等
の
例
外
的
契
約
互
依
に
よ
る
場

一紙
を
用
い
た
場
合
、
契
約
締
結
の
一

予
算
経
理
等
に
関
す
る
会
計
恨

一
貸

一し
て
明
躍
を
欠
く
と
き
は
、
利
害一

し
か
レ
な
が
ら
予
定
価
絡
が
百
一合
の
決
裁
文
書
に
は
、

そ
の
噛
用
一際
に
記
入
す
べ
き
日
付
、
そ
の
他
一
票
の
記
帳
整
理
に
つ
い
て
は
、
す
一
並

U
設
合
忍
lu
r
-fニ
関
係
者
、
そ
の
他

一
般
の
疑
惑
三

万
円
を
越
え
る
工
事
請
負
契
約
で
一条
項
認
定
事
事

を

明
記
す
る
等
一
の
空
欄
が
未
記
入
の
ま
ま
調
印
交
一

で
に
臨
時
出
納
検
査
等
で
指
摘
し

一
i

一招
き
、
不
明
朗
な
事
態
を
ひ
き
起
一
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
指
名
競
争
。

一法
令
準
拠
の
基
塑
を
明
確
に
す
る

一換
さ
れ
て
い
る

「ご )

農

林

課

‘ 一一

査

表

ノ~
~・

監

1既

要

大
市
監
査
公
表
才
二
号

〔矛256号〉

地
方
自
治
法
第
百
九
十
九
条
第
三
項
の

規

定

に
基

づ

い

て

農

林

課

及

び

建

設

課

の

昭
和
三
十
四
度
定
期
監
査
を
執
行
し
た
の

で
そ
の
結
果
を
次
の

と
お
り
公
表
ず
る
。

昭
和
三
十
五
年
七
月
二
十
八
日

り

大
村
市
監
査
委
員

::ft 

Jγ』
H
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康
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同
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四

政

1 

取
査
の
種
類

査

定

期

岳会
1m. 

市

昭
和
お
年
4
月
初
日
か
ら

昭
和
お
年
4
月
お
日
ま
で

2 

慌
査
の
時
期

村

3 

院
査
の
対
象

農
林
謀

4 4 4 4 
月月月月
26232220 
日日日日

まかまか
で らでら

大

建
設
課

4 

監
査
の
結
果

(毎月1日，1U日，20日発行〉

共

通

事

項

昭和何年 8月20日
(昭和33年4月22日第三海郵俊物認可〉

2 

:務予 i
iに算 i
iつ経 ;
!い理 :
;て事 !

種 5.J1j 貸付年度 件数 貸付 金額 牧入調定額 貸付金償還附|貸付金未償還額 l備 考

一一一一一

手L tf:: 
33 15 900，000円 225，000円 225，000円 一 円 4 年 ~ I三 i凶償還

34 15 900，000 450，000 435，000 15，000 1口 60，000

豚 34 90，000 22.500 10，000 11，500 1ヵ年償還

度
事
業
と
し
て
、
設
計
施
工
の
予
一

定
で
あ
っ
た
も
の
が
今
村
排
水
路
一

工
事
の
着
工
に
際
レ
、
同
工
事
の
一

一
部
に
設
計
変
更
の
必
要
を
生
じ
一

そ
の
た
め
越
川
内
排
水
路
工
事
に
一
川

つ
い
て
も
、

関
連
的
に
設
計
変
更
一
丁

を
余
諸
な
く
さ
れ、

そ
の
変
更
京

一
執

認
申
噴
子
四同等
の
た
め
、
越
川
内
一
業

工
事
は
三
十
三
年
度
内
に
完
成
の
一
$

見
込
み
が
立
た
ず
、
一二
十
四
年
度
一
七

事
業
と
し
て
延
期
施
行
さ
れ
た
も
一業

の
で
あ
る
。
こ
の
ト守
つ
な
事
情
に
一
曲麗

よ
り
前
記
一向
河
川
の
関
連
的
工
事
一
夜

に
当
る
(今
付
川
1
F

一週
川
内
川
の
)
一
心

合
流
点
取
付
部
の
越
川
内
側
巻
込
一-和

工
事

(延
畏
約
十
日
、
工
費
九
四

一
昭

0
0
0
円
見
込
)
は
、
三
十
三
年
一

度
今
村
排
水
路
工
事
抱
行
列
際
に
一

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
一

っ
た
の
で
、
と
れ
を
や
む
を
得
ず
一強
く
望
ま
れ
る
。

二

環
と
し
て、

一一一十
四
年
十
二
月

設
計
外
、
か
っ
、
予
算
外
に
今
村
一
例
昭

和

M
年
度
伏
原
中
井
一施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、

当

工
事
の
謂
負
人
に
便
宜
胞
行
せ
し

一

手
用
水
路
工
事

(
予

定

一時
付
近
に
伏
原
地
区
暗
渠
排
水
管

め
た
の
で
あ
る
が、

こ
の
た
め
三一

価
格
一

O
ニ
、

0
0
0
一
継
足
工
事

(海
中
部
分
)
が
行
な

十
四
弔
問庇
に
行
な
う
越
川
内
工
事
一

円
〉
に
つ
い
て

一わ
れ
て
お
り
、

当
該
業
者
に
調
負

ほ
、
当
該
工
事
の
金
工
程
ぞ
請
負
一

当
穀
請
負
契
約
は
、
予
定
価
格
一

わ
せ
る
と
と
が
、

指
名
競
争
に
付

の
対
象
と
す
る
か
、

あ
る
い
は
、
一十
万
里
越
え
る
も
の
と
し
て
、

一す
る
よ
り
も、

有
利
と
の
判
断
に

既
成
部
分
を
除
い
た
工
事
を
請
負
一指
名
競
争
契
約
が
建
前
で
あ
る
に
一
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
上

の
対
象
と
す
る
か
に
問
題
が
の
こ

一
か
か
わ
ら
ず
、
随
契
が
行
な
わ
れ
一
の
事
実
だ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
認

り、

結
局
、
既
成
部
分
を
丹
離
し
一
て
お
り、

工
事
施
行
に
関
す
る
決
一定
が
な
さ
れ
た
と
と
は
有
利、

不

て
の
入
札
ほ
と
れ
を
不
利
と
判
断
一裁
文
書
に
も
、

問
択
を
相
当
と
す
一利
の
判
断
が
あ
ま
り
に
も
抽
象
的

し、

契
約
条
例
の
規
定
を
適
用
し

一る
例
外
事
由
が
記
載
さ
れ
て
い
な一

な
観
念
の
下
に
決
定
せ
ら
れ
た
も

て
、
競
争
入
札
に
せ
ず
、

当
該
既
一
い。

一
の
と
し
て
、
適
当
な
措
置
と
認
め

成
部
分
の
工
事
施
-付
者
に
、
越
川
一

ヱ
事
担
当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば一

難
い
@

(
建
設
課
に
つ
い
て
は
次

内
排
水
路
工
事
全
工
程
を
対
象
と

一同
工
事
は
、

新
農
村
建
設
事
業
の

一号
に
掲
載
し
ま
す
。
)

し
た
工
費
で
随
意
契
約
し
請
負
わ
一

A

・r
・-宅
-S
E
i
z
-
-F
-z

し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
・

一

以
上
の
事
実
法
、
手
続
き
の
欠
一

被

保

険

者

証

の

無

効

公

告

陥
に
よ
り
、
予
算
外
工
事
の
必
要
一

つ
ぎ
の
か
た
は
国
民
健
康
保
険
一効
を
公
告
し
ま
す
。
な
お
、
該
当

を
生
じ、

と
れ
に
起
因
し
て
と
述
一
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
一
者
は
被
保
険
者
証
を
急
い
で
保
険

の
理
由
に
よ
る
間
契
の
万
法
が
と
一者

ω資
格
や
型
失
し
た
の
で、

国
一衛
生
課
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
れ
た
の
で
あ
る
が、

工
事
執
行
一民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
無
一

(

保
険
衛
告
訴
)

責
任
者
が
契
約
条
例
第
五
条
の
適
一一被

保
険
者
証
番
号
世
帯
主
氏
名

住

所

無

効

年
月
日

理

由

用
に
つ
い
て
、
競
争
を
不
利
と
の

一

主
観
的
事
由
の
事
実
認
定
は
、
す
一
七
O
七
四
八

溝
上
利
夫

福
重
矢
上
お

・
4
・
1

共
済
保
険

で
に
完
成
済
の
工
事
に
関
連
し
て

一
四
O
三

六

舟

生

稔

下
甑
訪
町
五
班

8
・
M

そ
の
他

同
工
事
の
請
負
人
以
外
の
者
に
請一

1
5
z

i

l
--三
三

=i

z
e--ZEE
l

i
--
E
E
l
si
-
--2

負
わ
せ
る
ζ
と
が
不
利
と
の
判
断
一

忌

明

に

寄

付

一
二
千
円
を
と
の
ほ
ど
福
祉
事
務
所

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
と
の

一

一
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
.

よ
う
な
運
用
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
一

市
内
竹
位
宮
小
路
六
三
五

皇

室

事

務

所

)

事
情
止
む
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
一伊
勢
吉
さ
ん
は
亡
袈
ナ
ツ
さ
ん
の
一

し
で
も
、
今
後
慎
重
な
る
運
営
が
一一
忠
明
に
社
会
福
砲
事
業
費
へ
と
金
一

ュ: 司王 区 分 付数 事 業 費 ゴヲ| 

単 独土木事業 104 2，597.718円

千 l担害対策事 業 590.000 蔦郎丸川川内水、路ブL

一一一

当i d1l 災 E広EコZ 190 6，311，100 農地、 施設

一 一

:i司J、、. 共 災 定<=-' 73，910，000 出lili施設関連

排宮代水かんがい
新政付特別助成事業 14，507，000 ほカミ12

一 一 一 一 一一一ーー・ーーーー一-一~

d口~ 361 97.981，818 
一


